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六日町
むいかまち

藤塚
ふじつか

遺跡・坂之上
さかのうえ

遺跡出土品展示会 

 

 

 

 

日時：令和元年 7月 29日（月）～８月４日（日） 

主催：国土交通省北陸地方整備局長岡国道事務所 

新潟県教育庁文化行政課 公益財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団 

 

１ はじめに 

 これまで（公財）新潟県
にいがたけん

埋蔵
まいぞう

文化
ぶ ん か

財
ざい

調査
ちょうさ

事業団
じぎょうだん

では、国道 17 号六日町バイパスの建設に伴い、

長表 東
ながおもてひがし

遺跡・北沖東
きたおきひがし

遺跡・余川
よ か わ

中道
なかみち

遺跡・六日町
むいかまち

藤塚
ふじつか

遺跡・坂之上
さかのうえ

遺跡の発掘調査を進めてきまし

た。 

六日町藤塚遺跡・坂之上遺跡は、標高 178～179

ｍの庄之
しょうの

又
また

川の扇状地
せんじょうち

に位置します。平成 29 年

度から発掘調査を進めており、昨年度の調査では

古墳
こ ふ ん

時代後期前半（６世紀前半頃）の周堤
しゅうてい

帯
たい

が残

る竪穴
たてあな

建物
たてもの

を発見し、竪穴建物の作り方を知る手

北沖東遺跡 

周堤帯が残る竪穴建物（六日町藤塚遺跡 SI30） 土器集積遺構（六日町藤塚遺跡 SX79） 

六日町藤塚遺跡・坂之上遺跡と周辺の遺跡 
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がかりが得られました。また、祭祀に関係すると考えられる土器が集中する箇所（土器集中遺構、土器集積遺構）

やたき火跡などが見つかっています。 

 遺跡周辺は古墳時代中期から後期の集落、古墳群が点在するエリアで、県内屈指の初期群集墳である県指定史

跡の飯
いい

綱山
づなやま

古墳群
こふんぐん

、蟻子山
ありこやま

古墳群
こふんぐん

と余川
よ か わ

中道
なかみち

遺跡、六日町藤塚遺跡といった古墳群とほぼ対応する時期の集落・

生産遺跡の存在が確認できる県内でも稀有
け う

な地域です。今回の発掘調査の成果はそれらの遺跡との関係を考え、

当地域の往時の社会を考えるうえで重要なものといえます。本出土品展示会では、昨年度実施した六日町藤塚遺

跡・坂之上遺跡発掘調査で見つかった貴重な出土品を中心に、皆様にご覧いただきます。 

 

２ 周堤帯が残る竪穴建物-六日町藤塚遺跡ＳＩ30- 

竪穴
たてあな

建物
たてもの

とは地
ち

表面
ひょうめん

を掘り窪
くぼ

めて床面
ゆかめん

を設ける建物で、周堤
しゅうてい

帯とは掘った土を周囲に積み上げて堤
つつみ

状にした

ものです。新潟県内で、周堤帯の検出は、県内の古墳時代竪穴建物では三条市吉
よし

津川
づ が わ

遺跡に次いで二例目の事例

です。竪穴建物は東西・南北方位で構築され、床面
ゆかめん

の規模は南北 6.7ｍ、東西 6.2ｍのほぼ正方形です。周堤帯は

断面
だんめん

観察の結果から幅約３ｍ、高さ 16～30cmあることを確認しました。床面には柱穴
ちゅうけつ

があり、床面中央のやや

西寄りには炉の跡
ろ（いろり）

と考えられる赤く焼けた土が集中しています。建物内に堆積
たいせき

した土からは土師器
は じ き

、直径３～４

mmの臼玉
うすだま

と呼ばれる石で作られたビーズや骨片
こっぺん

（小さな獣の骨？）などが出土しています。出土した土器は古墳

時代後期前半、およそ６世紀前半頃のものなので、その頃に作られた建物と考えています。 

３ 土器捨て場か？それとも祭祀場か？-六日町藤塚遺跡ＳＸ44- 

周堤帯が残る竪穴建物の近くからは、ほぼ

同じ時期の土器の破片が集中して出土した

地点が見つかりました。このようなところを

土器
ど き

集 中
しゅうちゅう

遺構
い こ う

と呼んでいます。 

ここから見つかっている土器片は、その多

くが５㎝程度と大きさが均質であることか

ら、土器を意図的に割った可能性がありま

す。また、土器片とともに臼
うす

玉
だま

が見つかって

いることからも、単純な土器捨て場とは考え

にくいです。土器の大半は土師器で壺
つぼ

、甕
かめ

、

椀
わん

、高杯
たかつき

が確認されます。また、土師器の中

には胎土
た い ど

が比較的精緻
せ い ち

な資料が一定量含ま

  

周堤が残る竪穴建物（SI30）            遺物の出土状況 

  

須恵器を含む多数の土器片が出土（SX44）                     
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れることや、直径が 20 ㎝を超える大型高杯といった通常の集落遺跡から出土しないものが含まれていることが

特徴的です。須恵器
す え き

は、貯蔵用
ちょぞうよう

の甕２個体分を検出しており、いずれも胎土分析から猿投
さ な げ

窯
よう

（愛知県）で作られ

た可能性があります。このような状況から、この土器集中遺構が、単なる土器捨て場ではなく、土器破砕を伴う

祭祀行為で使用した土器などを廃棄した場所である可能性を考えています。 

 

４ 古墳時代の祈りの姿-六日町藤塚遺跡ＳＸ79- 

古墳時代中期末～後期初頭、6世紀初頭頃の層からは、長軸 1.85ｍ×短軸 1.05ｍの範囲に、土師器椀・甕・鉢・

高杯、手づくね土器、須恵器ハソウが集積された状態で出土しました。このような完形の土器が集積されたとこ

ろを土器
ど き

集積
しゅうせき

遺構
い こ う

と呼んでいます。この場所からは土器以外にも、祭祀行為で使われる滑石製の模造品や臼玉、

管玉などが見つかっています。 

ここで見つかった土器は、使用された痕跡
こんせき

がなく、作りも非常に良いものが多いことから祭祀行為のために特

別に作られた可能性が高いと考えられます。このような土器を集積した遺構は、集積規模の大小はありますが、

群馬県渋川市
しぶかわし

金
かな

井東
いひがし

裏
うら

遺跡、同高崎市下
たかさきしした

芝
しば

天神
てんじん

遺跡など、同時期の群馬県域の集落遺跡で確認できます。 

 

 

５ 古墳時代後期における鉄器生産の可能性-坂之上遺跡ＳＲ38- 

古墳時代後期前半、６世紀前半頃の自然流
しぜんりゅう

路
ろ

からは、多量の土器とともに鉄器生産で使

われる土製の羽
は

口
ぐち

（鍛冶
か じ

炉
ろ

に風を送り込むた

めの管）と鉄
てっ

滓
さい

（鍛冶炉で生じる不純物、スラ

グ）が出土しました。これらは、後世の流れ込

みの可能性もあり、検討の余地がありますが

古墳時代後期に小規模な鉄器生産（小鍛治
こ か じ

）を

行っていた可能性を示しています。 

また、この自然流路からは祭祀行為で用い

られる石製模造品や手づくね土器も出土して

いることから、水辺での祭祀行為が行われた

と考えられます。 

 

 

  

土器集積遺構（SX79）                     

  

手づくね土器に入った石製模造品                    

羽口や鉄滓が出土した自然流路（SR38）                    
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６ 古代寺院の可能性「賀寺厨」墨書土器-坂之上遺跡（六日町教委調査）- 

六日町教育委員会（現南魚沼市教育委員会）による坂之上遺跡の発掘調査では、平安時代の土器に文字が墨書
す み が

きされた「墨書
ぼくしょ

土器
ど き

」と呼ばれるものが見つかっています。とりわけ注目されるのが、「賀寺厨」の墨書きが入っ

た土師器杯
は じ き つ き

です。「賀寺」は、正式な名称ではなく、「賀〇寺」の略の可能性が高く、遺跡周辺が魚沼郡賀彌
か み

郷
ごう

に

比定
ひ て い

されることから考えて「賀彌寺」の可能性が高いと考えています。「厨
くりや

」は、古代では調理場を指し示しま

すが、「厨」と記された墨書土器は、郡家に付属する寺院から出土することがあることから、遺跡周辺に郡名
ぐんみょう

寺院
じ い ん

の寺格
じ か く

に相当する寺院が存在した可能性があります。 

 

 

 

 

 

六日町藤塚遺跡上空から八海山方面を望む                     

六日町藤塚遺跡 

坂之上遺跡 

八海山 

六日町教育委員会による坂之上遺跡発掘調査                    坂之上遺跡で出土した墨書土器                    


